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立った。 

歩いた！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５人目の孫が、新年早々、歩

いた。一歩踏み出したばかりだ

が、生後３２２日目の一歩だ。 

おめでとう。健やかに育って

ほしい。 
 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 
 

新年おめでとう

ございます 
大 隈 信 夫 

 

２０２３年（令和５年）は、

中国の古い思想である「陰

陽五行思想」によると癸卯

（みずのとう）。「寒気が緩み、

萌芽を促す年」になるとい

われている。  

この３年間、  

コロナ禍の中で  

停滞してきた状  

況から、春の芽  

吹への期待とほ  

んとうに花開い  

てほしいものだ  

と思っている。  

昨年、“断捨離元

年”としてとりか

かり、段ボール箱

１３個分を廃棄す

る成果をあげた。 

今年は７５歳を 

迎え、いよいよ後 

期高齢者と呼ばれ 

る年齢になるが、 

｢断捨離３年計画」 

の２年目となり、 

“断捨離”を考え 

る中で、事業所とそこで働く

方々に迷惑をかけることなく、

新たな担い手に業務を引き継ぐ

ことが重大な課題になっている。 

幸いなことに数人の若手（？）

の協力を得て、協働も進み始め

てきた。 

今年は、段ボール箱の数だけ

ではなく、業務の移行について

も計画達成のめどを立てなけれ

ばと、改めて決意している。 

“断捨離”は、今まで培

ってきた自身の力が試され

る時期である。最後まで諦

めずに希望を持ち、無理を

しすぎないようにしながら

すすめることが大切であり、

改めて、「断捨離３年計画」

を達成する責任を感じてい  

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、私的な「断捨離計画」 

だけでなく、昨年来のロシア

のウクライナ侵略戦争において 

核兵器使用の危険が報じられ、

北朝鮮の相次ぐミサイル発射や

中国の海洋進出を口実にして、

平和憲法をふみにじる大軍拡、

原発の新設・再稼働など、平和

の危機と地球を破壊しかねない

状況も広がっている。 

未来の日本と世界をにない、

新しい時代をつくるのは若者や

子どもたちである。 

平和な世の中と安全な地球を

引きつぐためにできる“断捨離”

についても、思いと責任を改め

て感じている。  

 

 

 

通信 
ＮＯ． １２０ 

２０２３年１月号 

ビジネス総研株式会社 
福岡市博多区博多駅前４丁目 

３３番１１－７０２号 

☎０９２－９８２－５１７７ 

 
https://www.b-souken.com 

              

  

今月の 

スケッチ 

 スタ

コラ 
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アバター 
ウェイ・オブ・ウォーター  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

監督:ジェームズ・キャメロン  

出演:サム・ワーシントン 

ゾーイ・サルダナ 

シガーニー・ウィーバー 
 

１３年の時を経て復活する、

最高の映像体験……… 

私は今まで、こんな映像体験

ができるなんて夢にも思わなか

った 。 

'９０に公開されるや、最先端

技術を駆使した圧倒的な映像美

と３Ｄ上映の没入感が話題を呼

び、歴代世界興行収入Ｎｏ．１

の爆発的ヒットを記録したジェ

ームズ・キャメロン監督の「ア

バター」の続編。 

元海兵隊員のジェイクは、神

秘の星パンドラの一員となり、 

ナヴィの女性ネイティリと結ば 

れる。 

二人は家族を築き子供たちと

平和に暮らしていた～再び人類

がパンドラに現れるまでは…。 

神聖な森を追われたジェイク

の家族は、未知なる"海の部族"

の元へ身を寄せる。 

だが、この美しい海辺の楽園

にも侵略の手は迫っていた…。 

愛する家族のためそして、神

秘の星パンドラを守るため、壮

絶な戦いと感動のドラマが展開

する。... 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

戦争はどんなことが

あっても避けるべき 

山崎拓元自民党副総裁 
 

山崎拓元自民党副総裁は、テ

レビのインタビューで、「日本

の防衛政策は、憲法９条下、け

して軍事大国にならず、専守防

衛に徹するということ。」「敵

基地攻撃能力を持つということ

は、専守防衛に徹するという大

原則からすると、専守防衛のカ

テゴリーを超える 」さらに、防

衛費が倍増よりもさらに増大す

る可能性も指摘し「今の防衛費、

５兆４，０００億円が１１兆、

１２兆になるかもしれない。」

「増税で苦しむのは一般国民。

軍事大国になることは控えた方

がいい」とも指摘した。 

最後に山崎氏は、「僕は満州

で生まれて中国から引き揚げて

きた」「小学生まで戦時下で空

襲にも遭った。戦争がいかに悲

惨なものであるか。無駄に国民

の生命を奪ってしまう。命ほど

大事なものはない。戦争はどん

なことがあっても避けるべき。

もっと外交をちゃんとする方が

大事」と語っている。 

博多のうどん屋さんでお見か

けした政界の重鎮の良識ある見

解に同感だ 
 

〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇● 
 

 

 
 

 

 

暖かい日が続きロウバイも満

開となっている。 

岸田首相が防

衛費増額の財源

を増税で確保す

るとした方針に 

対して、ＪＮＮの世論調査では、

「反対」が７１％と「賛成」２

１％を大きく上回りました。 

防衛費増税の前に総選挙を実

施し、国民に是非を問う必要が

あるとの回答も７６％をしめ、

批判が広がっている。 

今年は、一世地方選挙の年で

もある。 

 

 

映画大好き

の山ちゃん

が、毎回、

自分の言葉

で執筆しま

す。 

 

 

 

くまさんのコンサル日誌 
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